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■ 研究業績等 研究の概要

研究の詳細

【著書】
・  著書  『日本憲法学の理念と展望（憲
法学会 60周年記念論文集）』成文堂
（共著）:2022/04 

・  著書  『（糸賀一雄研究の新展開）ひと
と生まれて人間となる』三学出版（共
著）:2021/02 

・  著書  『憲法からみた福祉における人
間の尊厳と自立』 中川書店 （単
著）:2014/05 

【論文】
・  学術論文  「イルカに権利はあるか－
イルカの法的地位と権利ー」 法政治
研究 関西法政治研究会 ( ６):121-
159 （単著）:2020/03

・  学術論文  「動物の法的地位―憲法の
観点からの考察を含めて―」 九州法
学会会報 2019 九州法学会 21-24 
（単著）:2019/12

・  学術論文  「動物の権利と人間の人権」 
法政論叢 日本法政学会 54(2):21-41 
（単著）:2018/08

【学会発表】
・  イルカの法的地位と権利（関西法政治
研究会　第 22回研究会）:2019/07/13

・  動物の法的地位―憲法の観点からの
考察を含めて―（九州法学会第 124
回学術大会）:2019/06/15

・  動物の権利と人間の人権（日本法政
学会第 127回研究会）:2017/12/02

【講演】
・  糸賀一雄と憲法における「人間の尊
厳」ー「津久井やまゆり園事件」を
契機としてー（日本教育学会近畿
地区：神戸大学学術成果リポジト
リ）:2021/03/30

動物は法的に「物」なのか、「ヒト」なのか。動
物に権利はあるのか。

動物の権利　人権　動物法　動物の福祉　人間中心主義　イルカ　水族館キーワード

□研究・技術のプロセス □研究事例 ■研究成果 □使用用途・応用例 □今後の展開

　近年、動物の法的地位の揺らぎが指摘されています。というのは、例えば、ペットを家族の一員とみな
すように、動物の「ヒト」化が進行しているからです。このように動物の「ヒト」化が進む中で、動物が
法的に単なる「物」なのか、あるいは「ヒト」なのか、それともそれ以外のものなのかについて、比較法
的手法を取り入れながら、刑法、民法、行政法、それに憲法の観点から研究しています。
　また、人間の人権を定めている憲法から動物の権利を認めることは、人間と動物の関係を曖昧にしてし
まい、場合によっては人間の地位を
動物並みに引き下げてしまうおそれ
があります。そこで、人間と同じよ
うに動物に権利はあるのか、あると
してそれはどのような権利なのか、
などについても研究しています。
　さらに、動物の権利の各論として、
知能が高く、高度の社会性と言語能
力などをもつといわれているイルカ
に権利はあるのかについても研究を
進めています。その際には、世界で
問題となっている水族館でのイルカ
ショーや、和歌山県太地町のイルカ
追い込み漁についても取り上げま
す。

　①学会発表
　「動物の権利と人間の人権」：日本法政学会第127回研究会（龍谷大学）2017年 12月
　  「動物の法的地位―憲法の観点からの考察を含めて―」：九州法学会第124回学術大会（志學館大学）
2019年 6月

　  「イルカの法的地位と権利」：関西法政治研究会第22回研究会（京都教育文化センター）2019年
7月

②学術論文
　「動物の権利と人間の人権」：『法政論叢』54巻2号、2018年 8月、21～ 41頁（J-Stage 閲覧可）
　  「動物の法的地位―憲法の観点からの考察を含めて―」：『九州法学会会報2019』2019年 12月、
21～ 24頁（J-Stage 閲覧可）

　  「イルカに権利はあるか―イルカの法的地位と権利」：『法政治研究』6号、2020年 3月、121
～ 159頁（J-Stage 閲覧可）

ご連絡窓口 京都橘大学リエゾンオフィス（学術振興課）　TEL：075-574-4186　E-mail：aca-ext@tachibana-u.ac.jp

産学官連携先に向けた

アピールポイント

対応可能なもの ■講演　□研修 □研究相談（学術指導） □学術調査 ■コメンテーター　■共同研究・受託研究

・  わが国において、動物の権利・動物法に関する先行研究は少なく、ましてイル

カの法的地位や権利を取り上げた先行研究は皆無に等しい状況にありますが、

研究の空白部分を埋めるために、果敢に研究に取り組んでいます。
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